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【内政】 

●ズマ前大統領収監への抗議活動を契機とした騒乱の発生 

●国家的災害事態の延長 

●ロックダウン警戒レベルを「調整されたレベル 4」から「調整されたレベル 3」

へ引き下げ 

 

【外政】 

●南ア国防軍のモザンビーク派遣 

 

【経済】 

＜経済指標＞ 

●消費者物価指数 

●為替レート 

●製造業生産高 

●鉱業生産高 

 

＜出来事＞ 

●南ア政府、経済支援パッケージを発表 

 

【警備】 

●南ア治安情勢（クワズールー・ナタール州及びハウテン州を中心とした情勢不安） 

 



１ 内政 

●ズマ前大統領収監への抗議活動を契機とした騒乱の発生 

8 日のズマ前大統領収監への抗議活動を契機に、9 日以降、クワズールー・ナタール

州とハウテン州で略奪・暴動などの騒乱が発生し、死者 330 人以上、被害総額 500 億ラ

ンドに及ぶ事態となった。この事態に対して、南ア政府は多数の警察官及び国防軍を投

入し、騒乱は次第に沈静化していった。 

16 日、ラマポーザ大統領は騒乱について演説し、政府の優先的な施策として、今後は

国内の安定、必要な物資・インフラの確保等を実施していく旨を述べた。 

 

●国家的災害事態の延長 

 12 日、南ア政府は国家的災害事態（the national state of disaster）の１ヵ月延

長（2021 年 8 月 15 日まで）を発表した。 

 

●ロックダウン警戒レベルを「調整されたレベル 4」から「調整されたレベル 3」へ引

き下げ 

 25 日、ラマポーザ大統領は演説を行い、国全体で感染者数が減少していることを受

けて、26日からロッダウン警戒レベルを従前の「調整されたレベル 4」から「調整され

たレベル 3」へ引き下げることを発表した。 

 

２ 外政 

●南ア国防軍のモザンビーク派遣 

 6 月 23 日に南部アフリカ開発共同体（SADC）首脳会合にて承認され、モザンビーク

北部に派遣された SADC 待機軍（出典：SADC 首脳会談共同声明）の一部として、7 月 21

日、南ア国防軍の特殊部隊が派遣され、また、同 23 日、ラマポーザ大統領（南ア国防

軍最高司令官）が南ア国防軍の兵士 1,495 名をモザンビークに派遣することを決定した

と各種メディアが報じた。 

 

３ 経済 

＜経済指標＞ 

●消費者物価指数  

 2021 年 6月の年間消費者物価インフレーション率は 4.9％と前月（5.2%）に比べ 0.3％

下降、消費者物価指数（CPI）は前月から 0.2％上昇した。（南ア統計局、7月 29 日） 

 

●為替レート  

2021 年 7月 30 日付（南ア準備銀行） 

７.５２１０ ランド/円 

１４.５５９３ランド/米ドル  

１７.３２１２ ランド/ユーロ 

  

●製造業生産高  

 2021 年 5 月の製造業生産高は、前年同月比 35.3％増。主なプラス要因は、自動車及

び輸送機器関連製品（215.7%増）、銑鉄・鉄鋼・非鉄金属製品・金属製品及び機械類（42.0%

増）、食料品及び飲料（21.5%）、木材・木材製品・紙・印刷（40.0%増）。 

また、過去 3 か月（2021 年 3 月～2021 年 5 月）の季節調節後生産高は 2020 年 12 月

～2021 年 2 月の 3 か月から 1.0％増。製造業 10 部門中の 6 部門で生産高増となった。



（南ア統計局、7月 10 日） 

 

●鉱業生産高  

 2021 年 4月の鉱業生産高は、前年同月比 21.9％増。主なプラス要因は、白金（27.0％

増）、金（44.5％増）、鉄鉱石（48.4％増）、マンガン鉱石（39.7％増）。 

また、過去 3 か月（2021 年 3 月～2021 年 5 月）の季節調節後生産高は 2020 年 12 月

～2021 年 2 月の 3か月から 5.6％増。（南ア統計局、7月 13 日） 

 

＜出来事＞ 

●南ア政府、経済支援パッケージを発表  

 ７月 28 日、ムボウェニ財務大臣（当時）は、経済復興並びにクワズールー・ナター

ル州・ハウテン州で勃発した暴動及び Covid-19 による貧困救済を目的とした、合計 388

億ランドの経済支援パッケージを発表。概要は以下のとおり。 

- 月額 350 ランドの社会的支援（Social Relief of Distress: SRD）給付金を再開（今

年度末まで）。そのため、267 億ランドを支出。SRD 給付金は、育児手当給付金受給者

も対象に含める。 

- 南ア特別リスク保険組合（The South African Special Risks Insurance Association: 

SASRIA、当館注：影響を受けた無保険の企業に対する補償対応を行う政府公的機関。）

に対し、企業補償支出が SASRIA の財務能力を超える場合に限り、暫定措置として 39 億

ランドを注入。 

- SASRIA の補償対象外となる企業に対する支援として、23億ランドを支出。同金額は、

貿易産業競争省（DTIC）及び中小企業開発省（DSBD）予算費目の変更により捻出される。 

- 警察に 2.5 億ランド、軍に 7億ランドをそれぞれ支出。 

- 雇用関連税制優遇措置（Employment Tax Incentive: ETI）を４か月間延長し、50 億

ランドを支出。 

- その他の税制優遇措置として、源泉徴収（Pay As You Earn: PAYE）支払の３か月間

猶予、アルコール税の納入猶予を実施。 

- 失業保険基金（Unemployment Insurance Fund: UIF）の給付を拡大し、同基金から 53

億ランドを追加支出。 

 

４ 警備 

●南ア治安情勢（騒乱を踏まえた留意点） 

７月９日以降発生した上記騒乱において、ダーバンなどクワズールー・ナタール州の

多くの都市で、治安の悪化から外出できず食料品の確保が困難な状況が発生した。当地

において、この様な事態はいつ何時発生するかもやしれず、平素から、当面の飲料水、

食料、日用品等の生活物資を確保しておく事や、家族、知人、同僚などと非常時の連絡

方法を周知・共有しておくことが重要である。 


